
          

第
七
節 

交 

通 

一 

海
上
交
通 

 

島
は
、
海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
、
海
に
よ
っ
て
つ
な
が
る
。
海 

が
南
の
島
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
昔
も
い
ま
も
変
わ
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
港
と
船
は
親
と
子
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
ち
ら
が
な
く 

      

古
来
沖
縄
と
の
関
係
は
言
う
に
及
ば
ず
、
本
土
と
も
密
接
な
関
係 

に
あ
っ
た
。
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
一
七
七
一
）
に
歌
わ
れ
た 

と
い
う
道
之
島
の
上
り
下
り
を
表
し
た
琉
球
民
謡
が
あ
る
。 

  
 
 

上
り
口
説 

 

旅
ぬ
出
で
立
ち
、
観
音
堂
、
千
手
観
音
伏
し
拝
で
、
黄
金
酌
と
て
立
ち 

 

分
る
。
袖
に
降
る
露
う
し
払
い
、
大
道
松
原
歩
み
行
く
、
行
け
ば
八
幡 

 

崇
元
寺
。
美
栄
地
高
橋
打
ち
渡
て
、
袖
を
連
ね
て
諸
人
の
行
く
も
帰
る 

 

も
中
の
橋
。
沖
の
そ
ば
ま
で
親
子
兄
弟
、
つ
れ
て
別
ゆ
る
旅
ご
ろ
も
、 

 

袖
と
袖
と
に
散
ゆ
涙
。
舟
の
と
も
づ
な
と
く
〳
〵
と
、
舟
子
勇
み
て
真 

 

帄
引
け
ば
、
風
は
真
と
も
に
午
未
。
又
も
巡
り
合
う
御
縁
と
て
、
招
く 

 

扇
や
三
重
城
、
ザ
ン
パ
岬
も
後
に
見
て
伊
平
屋
渡
立
つ
波
お
し
そ
え
て
、 

 

道
之
島
々
見
渡
せ
ば
、
七
島
渡
中
や
灘
安
く
。
立
ち
ゆ
る
煙
や
硫
黄
が 

 

島
、
佐
多
の
岬
に
は
い
並
で
エ
イ
あ
れ
に
見
ゆ
る
は
御
開
聞
、
富
士
に 

 

見
ま
ご
う
桜
島
、
何
時
ぬ
間
に
着
ち
や
が
山
川
港
。 

  
 
 

下
り
口
説 

 

さ
て
も
旅
寝
の
仮
枕
、
夢
の
覚
め
た
る
心
地
し
て
、
昨
日
今
日
と
思
え 

 

ど
も
、
早
九
、
十
月
と
な
り
ぬ
れ
ば
、
や
が
て
御
い
と
ま
下
さ
れ
て
、 

 

使
者
の
面
々
皆
そ
ろ
て
、
弁
財
天
堂
伏
し
拝
で
。
い
ざ
や
お
仮
屋
立
ち 

 

出
て
、
滞
在
の
人
々
引
き
つ
れ
て
、
祇
園
の
浜
に
て
立
ち
別
る
。
名
残 

 

お
し
出
る
舟
子
共
、喜
び
勇
み
て
帄
を
上
げ
ぬ
、祝
の
盃
め
ぐ
る
ま
に
。 

て
も
存
在
は
あ
り
得
な
い
。
島
の
文
明
開
化
は
、
港
が
生
ん
だ
船 

と
い
う
子
が
、
簡
単
に
親
の
ふ
と
こ
ろ
で
育
つ
こ
と
の
で
き
な 

か
っ
た
時
代
か
ら
始
ま
る
。 

 

で
は
、
日
本
本
土
か
ら
五
百
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
隔 

絶
さ
れ
た
周
囲
五
十
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
島
、
天
然
の 

良
港
に
恵
ま
れ
ず
、
し
か
も
、
見
る
べ
き
産
業
も
な
か
っ
た
沖
永 

良
部
島
の
海
上
交
通
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。 

 

古
文
書
に
よ
る
と
、
奄
美
の
島
々
は
常
に
日
本
本
土
と
海
外
諸 

国
を
結
ぶ
「
道
之
島
」
と
し
て
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
な
し
て
い 

た
よ
う
で
あ
る
。 

 

道
之
島
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
遠
い
〳
〵
遣け

ん

隋
使

ず
い
し

、
遣
唐
使

け
ん
と
う
し

の 

中
期
（
六
七
二
～
七
六
九
ご
ろ)

に
は
、
九
州
西
海
岸
沿
い
に
下
っ 

て
本
土
の
最
南
端
、
坊
之
津
に
達
し
、
こ
こ
を
発
港
地
と
し
て
種 

子
島
、
屋
久
島
、
道
之
島
を
飛
び
石
と
し
て
琉
球
に
達
し
、
東
支 

那
海
の
最
も
狭
く
な
っ
て
い
る
所
を
順
風
に
乗
っ
て
一
気
に
中
国 

に
至
る
い
わ
ゆ
る
「
南
島
路
」
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
遣
唐
船
に
よ
る
国
交
が
や
み
、
私
交
の
時
代
と
な
っ
て
も
坊
之 

津
と
道
之
島
の
海
上
路
線
は
依
然
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て 

い
た
。 

 

ま
た
、本
土
と
沖
縄
の
中
間
に
位
置
す
る
地
理
的
背
景
の
た
め
、 

       

山
川
港
に
は
い
入
れ
て
舟
の
あ
ら
た
め
済
ん
で
又
、
錨
引
上
げ
真
帄
引 

 

け
ば
。
風
や
真
帄
と
も
に
子
丑
の
方
、
佐
多
の
岬
や
後
に
見
て
、
七
島 

 

渡
中
や
灘
安
く
、
波
路
は
る
か
に
眺
む
れ
ば
、
後
や
先
に
友
舟
の
帄
引 

 

き
つ
れ
て
走
り
ゆ
く
。
道
の
島
々
早
過
ぎ
て
、
伊
平
屋
渡
た
つ
波
お
し 

 

そ
え
て
、
ザ
ン
パ
岬
も
は
い
並
で
あ
れ
〳
〵
拝
み
御
城
元
、
弁
の
お
岳 

 

も
打
続
き
、
袖
を
連
ね
て
諸
人
の
迎
え
に
出
で
た
や
三
重
城
、
親
子
ひ 

 

き
つ
れ
て
首
里
に
の
ぼ
る
。 

   

当
時
の
船
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
後
述
す
る
渡
海
日
記 

に
出
て
く
る
が
、
平
安
座
船
と
言
っ
て
独
木
船
を
四
隻
組
み
合
わ 

せ
た
も
の
か
ら
六
反
帄
船
、
十
六
反
帄
船
で
明
治
時
代
に
な
っ
て 

汽
船
が
登
場
す
る
。 

   
 
 

琉
球
渡
海
日
日
記 

 

こ
の
日
記
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）、
い
ま
か
ら
三
百 

七
十
五
年
前
、
島
津
氏
の
琉
球
征
伐
の
と
き
に
従
軍
し
た
高
山
衆 

（
肝
付
郡
高
山
町
の
人
）
の
市
来
孫
兵
衛
慰
家
元
が
、
高
山
を
出 

発
し
た
日
か
ら
山
川
を
出
帄
し
、
琉
球
を
征
伐
し
て
山
川
に
帰
着 

す
る
ま
で
の
記
録
で
、
鹿
児
島
か
ら
ト
カ
ラ
列
島
、
奄
美
の
島
々 

を
経
て
琉
球
を
往
復
し
た
最
初
の
記
録
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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○
慶
長
十
四
年
三
月
一
日
、
二
日
、
三
日
と
も
順
風
で
な
い
た
め
山
川
に 

 
逗
留
、
同
三
日
の
晩
に
港
口
へ
漕
ぎ
出
し
、
四
日
の
寅
の
刻
（
午
前
四 

 

時
）
に
船
を
出
し
、
エ
ラ
フ
の
島
（
口
之
永
良
部
島
）
へ
亥
の
刻
（
午 

 

後
十
時
）
着
く
。
そ
の
船
道
は
三
十
八
里
。
五
日
は
天
気
悪
く
そ
の
島 

 

に
逗
留
。 

○
六
日
の
辰
の
刻
（
午
前
八
時
）
出
船
し
て
夜
通
し
走
り
、
七
日
の
申
の 

 

刻（
午
後
四
時
）ご
ろ
琉
球
大
島
の
内
の
深
江
ケ
浦
と
い
う
所
に
着
岸
。 

○
九
日
、
十
日
、
十
一
日
深
江
ヶ
浦
に
逗
留
、
十
二
日
に
船
を
出
し
大
島 

 

の
ヤ
マ
ト
バ
マ
（
大
和
浜
）
と
い
う
所
に
着
く
。 

○
十
三
日
、
四
日
、
五
日
と
ヤ
マ
ト
バ
マ
に
逗
留
し
、
十
六
日
に
船
を
出 

 

し
て
丙
之
古
見
と
い
う
地
に
参
る
。
ヤ
マ
ト
バ
マ
と
は
間
は
八
里
、
こ 

 

の
日
、
類
船
の
う
ち
十
三
艘
が
ト
ク
と
い
う
島
（
徳
之
島
？
）
に
出
船 

 

し
た
。
十
七
日
に
出
船
し
た
が
順
風
で
な
く
も
と
の
西
之
古
見
に
引
き 

 

返
し
、
同
十
八
、
九
日
も
逗
留
し
た
。
十
九
日
は
終
日
雨
が
降
り
、
船 

 

の
中
で
窮
屈
な
一
日
を
過
ご
す
。 

○
二
十
二
日
の
卯
の
刻
（
午
前
六
時
）
西
之
古
見
を
出
船
し
て
ト
ク
ノ
島 

 

の
秋
ト
ク
（
亀
徳
）
と
い
う
湊
に
申
の
刻
に
着
く
。 

 
 

船
道
は
二
十
五
里
。
二
十
二
日
は
島
津
軍
に
手
向
っ
た
者
を
大
勢
で 

 

山
深
く
追
っ
て
討
伐
し
た
。 

○
二
十
四
日
の
巳
の
刻
（
午
前
十
時
）
ご
ろ
、
徳
之
島
の
内
亀
ザ
ワ
（
亀 

 

津
）
を
出
船
し
て
エ
ラ
フ
（
沖
永
良
部
）
の
岬
を
日
の
入
る
時
分
に
通 

 

り
、
そ
の
ま
ま
琉
球
に
向
う
。
夜
を
通
し
て
走
り
次
の
日
二
十
五
日
の 

 

酉
の
刻
（
午
後
六
時
）
過
ぎ
の
こ
ろ
に
琉
球
の
内
コ
ホ
リ
と
い
う
所
に 

      

う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。徳
之
島
院
家
前
録
帳
に
も
載
っ
て
い
る
。 

 

九
月
五
日
、
朝
鮮
人
七
人
の
乗
っ
た
船
が
山
港
に
漂
着
し
た
。 

長
さ
六
尋
、
幅
一
丈
四
尺
の
板
付
船
で
あ
っ
た
。
通
事
等
役
々
が 

出
向
い
た
が
、
こ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
の
で
筆
談
し
た
。
そ
の
結 

果
、
七
月
漁
に
出
た
と
こ
ろ
、
風
に
吹
き
流
さ
れ
て
七
日
目
に
大 

島
に
着
き
、
九
月
四
日
南
風
に
な
っ
た
の
で
、
大
島
を
出
た
と
い 

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
山
村
へ
は
十
一
日
間
置
い
た
が
、
遠
く
て 

何
か
と
不
便
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
唐
船
方
津
口
横
目
乗
船
で
、
秋 

徳
へ
船
を
回
し
た
。
朝
鮮
人
の
た
め
、
米
、
野
菜
、
宿
賃
は
六
つ 

の
噯
（
現
在
の
村
に
当
る
）
で
分
担
し
た
。 

 

彼
等
を
琉
球
へ
送
り
届
け
る
た
め
、
伊
仙
噯
総
横
目
美
能
富
を 

与
人
寄
、
唐
稽
古
通
事
正
理
を
本
通
事
に
昇
格
し
、
亀
津
目
指
前 

徳
と
共
に
渡
海
し
た
。
三
人
が
朝
鮮
人
を
伴
っ
て
琉
球
へ
出
発
し 

た
の
は
十
二
月
、
琉
球
か
ら
帰
島
し
た
の
は
翌
三
年
の
二
月
で 

あ
っ
た
。
中
略
…
… 

 

道
の
島
へ
唐
船
が
漂
着
破
船
し
た
際
、
乗
り
組
員
を
琉
球
へ
送 

り
、
琉
球
か
ら
更
に
中
国
へ
送
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
元
禄
九 

年
以
降
で
、
そ
れ
ま
で
は
長
崎
へ
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
方
、
こ
ち
ら
か
ら
中
国
へ
漂
着
し
た
場
合
は
、
琉
球
へ
送
り 

返
す
場
合
と
が
併
存
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
漂
流
者
の 

 

着
く
。 

 
 

徳
之
島
と
沖
永
良
部
の
間
十
八
里
、
沖
永
良
部
と
琉
球
の
間
三
十
八 

 

里
。（
琉
球
上
陸
後
の
征
伐
記
録
は
省
略
。
島
津
氏
に
降
伏
し
た
琉
球 

 

の
尚
寧
王
は
、
島
津
氏
の
帰
還
す
る
軍
船
と
共
に
鹿
児
島
に
出
発
す
る
） 

○
慶
長
十
四
年
四
月
十
五
日
の
巳
の
刻
、
琉
球
尚
寧
王
は
船
に
乗
り
、
十 

 

六
日
の
朝
コ
ホ
リ
ヘ
着
く
。
十
七
日
辰
の
刻
に
薩
摩
の
船
、
琉
球
の
船 

 

と
も
に
出
船
し
て
相
そ
っ
て
走
り
、
十
九
日
午
の
刻
（
正
午
）
ご
ろ
七 

 

島
灘
の
内
の
中
之
島
に
着
く
。
思
い
思
い
に
船
を
進
め
て
よ
い
と
い
う 

 

御
沙
汰
で
あ
っ
た
の
で
、
百
艘そ

う

に
及
ぶ
薩
摩
、
琉
球
の
船
の
う
ち
十
二
、 

 

三
艘そ

う

が
中
之
島
に
着
い
た
が
、
大
島
の
ヤ
キ
ウ
チ
（
焼
内
）
と
い
う
湊 

 

に
権
左
様
（
総
大
将
、
樺
山
久
高
の
こ
と
）
を
は
じ
め
、
三
十
四
、
五 

 

艘
着
岸
し
た
由
。 

 
 

二
十
一
日
の
寅
の
刻
ご
ろ
に
中
之
島
を
出
船
し
た
と
こ
ろ
、
良
い
順 

 

風
に
恵
ま
れ
、
申
の
刻
ご
ろ
山
川
港
に
着
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
日
記
に
よ
る
と
、
山
川
か
ら
琉
球
ま
で
十
一
日
、
琉
球
か 

ら
山
川
ま
で
は
僅
か
四
日
で
あ
り
、
如
何
に
天
候
に
左
右
さ
れ
て 

い
た
か
が
わ
か
る
。（
続
奄
美
風
土
記
） 

  
 
 

漂
流
船
、
来
航
船
の
処
遇
（
名
瀬
市
誌
） 

 

嘉
永
二
年
八
月
、
朝
鮮
の
船
一
隻
が
大
島
へ
漂
着
し
た
。
乗
っ 

て
い
た
の
は
七
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
、
唐
通
辞
の
程
進
儀
が
駆 

け
付
け
て
、
九
月
ま
で
そ
の
世
話
に
当
っ
た
。
そ
の
後
同
船
は
ど 

      

出
身
地
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

中
国
へ
漂
着
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
理
由
が
風
波
と
い
う
不
可 

抗
力
に
よ
る
と
は
い
え
、
異
国
の
地
を
踏
ん
だ
こ
と
に
違
い
は
な 

い
。
そ
う
い
う
人
々
が
帰
国
し
た
際
、
鎖
国
の
当
時
は
ど
の
よ
う 

な
処
置
が
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
例
を
あ
げ
る
と 

 

文
化
七
年
、
長
久
丸
と
い
う
船
が
中
国
へ
漂
着
し
た
。
船
为
は 

鹿
児
島
の
下
町
の
者
、
船
頭
は
同
じ
く
堀
江
町
の
者
で
あ
る
。
水 

为
と
し
て
は
鹿
児
島
、
指
宿
、
今
和
泉
、
垂
水
、
種
子
島
等
の
人 

が
乗
り
、
他
に
沖
永
良
部
島
の
者
五
名
も
加
わ
っ
て
い
た
。
彼
等 

二
十
六
人
は
同
年
十
二
月
、
唐
船
か
ら
長
崎
へ
送
ら
れ
、
長
崎
奉 

行
の
調
べ
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で 

あ
る
。 

 

一
、
切
支
丹
の
疑
い
は
な
い
か
ら
、
構
い
な
く
国
許
へ
返
す
。 

 
 

た
だ
し
、
島
津
領
以
外
に
居
住
し
て
は
い
け
な
い
。 

 

二
、
所
持
品
の
う
ち
、
琉
球
か
ら
薩
摩
へ
の
届
状
は
、
一
た
ん 

 
 

唐
へ
漂
流
し
て
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
焼
き
捨
て
る
。 

 
 

そ
の
他
の
品
々
は
残
ら
ず
本
人
に
渡
す
。 

 

三
、
米
及
び
碇
の
代
と
し
て
受
け
取
っ
た
唐
銀
及
び
唐
銭
は
取 

 
 

り
上
げ
、代
り
に
日
本
銀
及
び
日
本
銭
を
与
え
る（
犯
科
帳
）。 

 

以
上
、
自
分
自
身
の
衣
食
住
さ
え
苦
し
い
時
代
に
、
漂
着
者
に 
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対
し
て
は
、
相
互
に
生
命
を
保
証
し
、
帰
国
の
便
が
与
え
ら
れ
て 

い
た
こ
と
は
特
記
に
価
す
る
と
い
え
よ
う
。 

 

し
か
し
、
中
国
、
朝
鮮
以
外
の
、
い
わ
ゆ
る
異
国
あ
る
い
は
オ 

ラ
ン
ダ
と
い
う
名
称
で
総
括
さ
れ
て
い
た
欧
米
船
の
来
航
に
対
し 

て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
幕
府
も
藩
も
極
度
に
警
戒
的
な
態
度 

で
終
始
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

院
家
前
録
帳
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
達
示
が
、
藩
庁
か
ら
各 

島
代
官
へ
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
英
国
船
が
貿
易 

を
求
め
て
長
崎
に
来
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
今
月
下
旪 

帰
国
の
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
風
波
の
都
合
に
よ
っ
て
は
島
に
漂 

来
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ
か
ら
番
人
を
お
い
て
人
を
上
陸
さ
せ 

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
堅
く
申
し
つ
け
る
。
何
か
物
を
所
望
し
た 

場
合
は
受
け
付
け
な
い
よ
う
に
し
、
早
便
、
鹿
児
島
へ
も
報
告
せ 

よ
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。
年
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
延
宝
一 

年
（
一
六
七
三
）
五
月
、
英
国
船
来
航
に
対
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
正
月
二
十
四
日
、
徳
之
島
の
亀
津
沖 

に
異
国
船
四
艘
が
現
わ
れ
た
。
十
三
人
の
者
が
小
舟
二
艘
で
佐
弁 

村
下
宮
戸
へ
上
陸
し
た
。
通
事
そ
の
他
の
島
役
々
が
出
向
い
た
と 

こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
諸
国
の
乗
り
合
い
で
あ
る 

こ
と
を
指
で
も
っ
て
説
明
し
た
。
大
根
、
せ
ん
も
と
、
か
ら
い
も 

       

浅
深
相
計
タ
ル
哉
ニ
モ
相
聞
得
自
然
乍
此
上
三
島
沖
永
良
部
ア 

 

タ
リ
江
登
留
イ
タ
ス
様
之
儀
共
有
之
候
而
ハ
大
変
之
儀
弥
以
難 

 

之
事
ニ
付
自
ラ
右
様
の
儀
共
申
立
候
砌
ハ
必
至
差
ハ
マ
リ
申
断 

 

候
様
可
被
取
計
ハ
勿
論
之
事
候
…
…
」 

 

こ
の
例
か
ら
し
て
、
島
民
は
異
国
船
員
の
上
陸
に
際
し
て
も
許 

さ
れ
る
範
囲
の
親
切
は
尽
く
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  
 
 

渡
航
手
続
き 

 

藩
政
時
代
は
、
役
人
で
あ
っ
て
も
内
地
へ
の
自
由
渡
航
は
許
さ 

れ
な
か
っ
た
。
遊
学
は
医
術
修
業
か
唐
通
事
（
支
那
人
と
の
応
待 

に
備
え
る
通
訳
）
に
限
ら
れ
特
に
一
般
の
人
は
、
病
気
、
湯
治
保 

養
な
ど
特
別
の
場
合
に
限
ら
れ
、
何
れ
も
代
官
所
の
許
可
を
必
要 

と
し
た
。 

 
 

「
沖
永
良
部
郷
土
史
資
料
」に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
上
覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

掟 
 
 
 
 

平
安
潤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

座
見
舞
役
寄 

政 

友 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賄
方
居
番 

 
 
 

松 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泊
り 

 
 
 

先 

平 

右
者
乍
恐
奉
訴
上
候
私
事
当
島
出
来
糖
今
般
格
別
御
仁
慈
商
法
変
革
被 

仰
渡
候
ニ
付
一
同
ヨ
リ
之
御
礼
且
未
進
糖
並
御
品
代
糖
年
賦
上
納
願
等 

等
を
与
え
た
。
彼
等
は
し
ば
ら
く
遊
ん
で
か
ら
本
船
に
帰
っ
た
。 

 

ま
た
、
一
艘
は
面
南
和
港
に
乗
り
入
れ
、
番
所
の
下
へ
上
陸
し 

た
。
役
々
も
直
ち
に
そ
こ
へ
赴
い
た
。
角
の
ま
ね
を
し
て
牛
を
呉 

れ
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
同
じ
く
手
ま
ね
で
牛
は
い
な
い
と 

い
っ
た
ら
、
方
々
指
し
て
た
く
さ
ん
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う
。 

 

牛
を
呉
れ
た
ら
首
を
切
ら
れ
る
と
手
ま
ね
で
答
え
た
と
こ
ろ
、 

両
手
の
指
を
頭
の
後
に
向
け
て
山
羊
を
呉
れ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

山
羊
を
与
え
た
ら
、
自
分
の
国
に
も
山
羊
は
た
く
さ
ん
い
る
と
、 

さ
し
て
嬉
し
そ
う
に
も
せ
ず
受
け
取
っ
た
。
そ
の
礼
と
し
て
銀
貨 

二
枚
を
差
し
出
し
た
の
で
、
役
々
が
断
っ
た
と
こ
ろ
、
小
舟
に
乗 

り
移
る
際
、
そ
の
内
の
一
枚
を
投
げ
や
っ
て
去
っ
た
。
こ
の
銀
貨 

は
与
人
か
ら
代
官
所
に
届
け
た
。 

 

二
月
五
日
に
も
八
人
が
小
舟
で
面
南
和
浜
へ
上
陸
し
た
。
六
、 

七
歳
く
ら
い
の
子
供
も
い
た
。
島
の
馬
を
見
て
笑
い
、
自
分
達
の 

国
に
は
も
っ
と
大
き
い
馬
が
い
る
と
手
ま
ね
で
言
っ
た
。
同
十
四 

日
に
も
七
人
が
面
南
和
へ
上
陸
し
た
。 

 
同
年
閏
四
月
二
〇
日
付
を
も
っ
て
、
在
琉
球
の
倉
山
作
太
夫
、 

島
津
登
か
ら
の
書
状
が
道
之
島
代
官
に
送
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
琉 

球
に
お
け
る
異
国
船
の
模
様
を
述
べ
、次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

 

近
来
道
之
島
辺
毎
度
異
国
船
致
通
船
就
而
ハ
大
島
花
天
湊
辺
ハ 

       

重
大
事
件
ニ
付
上
県
被
仰
付
難
有
奉
存
候
依
之
右
之
モ
ノ
共
召
列
罷
登 

 

申
皮
候
間
何
卒
（
以
下
腐
蝕
） 

 
 

申
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

与 

人 

土
持 

政
照 

  

こ
れ
は
、政
照
の
上
県
に
当
り「
右
之
モ
ノ
共
召
列
罷
登
申
度
」 

に
つ
き
在
番
所
の
許
可
を
得
る
為
の
願
書
で
あ
る
。 

 

「
右
之
モ
ノ
共
」
は
上
官
の
出
張
に
随
行
す
る
属
官
と
は
趣
を 

異
に
す
る
も
の
だ
と
思
う
。
往
時
島
役
人
が
上
国
の
際
宿
泊
す
る 

場
合
の
宿
屋
（
こ
れ
は
問
屋
と
い
っ
た
）
は
大
島
問
屋
、
喜
界
問 

屋
の
如
く
定
宿
が
き
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
の
食
事
一
切
は
い
わ 

ゆ
る
自
炊
で
あ
っ
た
か
ら
、
賄
方
、
泊
り
な
ど
の
従
僕
も
帯
同
し 

た
の
で
あ
る
。
ま
た
食
料
と
し
て
携
帯
す
る
米
、
味
噌
、
焼
酎
、 

塩
豚
の
類
も
一
々
品
目
と
数
量
を
申
告
し
て
、
持
出
し
の
官
許
を 

得
た
よ
う
で
あ
る
。
太
政
官
発
布
以
前
「
上
国
」
と
称
し
て
い
た 

も
の
が
、「
上
県
」
に
改
め
ら
れ
て
も
、
内
地
へ
の
旅
行
に
は
制 

限
の
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
文
書
が
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
喜
界
島
史
料
の
中
に
一
般
の
人
が
私
用
で
上
国
し
よ
う 

と
す
る
際
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
か
、
病
気
治
療 

で
上
国
す
る
場
合
の
記
事
が
載
せ
て
あ
る
。 
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一
、
病
気
療
養
の
た
め
上
国
し
た
い
と
い
う
願
い
を
、
何
某
は
ま 

 
ず
そ
の
掟
役
に
提
出
す
る
。
そ
の
中
に
は
「
御
国
元
ニ
於
テ
御 

 

訴
訟
ケ
間
敷
儀
、
一
切
申
上
間
敷
候
」
等
の
文
句
が
あ
る
。 

二
、
掟
は
、
右
願
い
通
り
免
許
下
さ
れ
た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
添
書 

 

き
し
て
与
人
に
提
出
す
る
。与
人
は
更
に
こ
れ
に
添
書
き
し
て
、 

 

代
官
役
所
の
許
可
を
仰
い
だ
よ
う
で
あ
る
。 

三
、
許
可
に
な
っ
た
ら
、
積
荷
明
細
を
添
え
て
何
丸
で
上
国
し
た 

 

い
か
ら
「
御
手
形
御
免
被
仰
付
下
候
様
」
と
の
願
い
を
掟
役
に 

 

出
す
。
掟
は
添
書
き
し
て
与
人
に
出
す
。 

四
、
帰
島
の
際
は
、
積
荷
（
こ
れ
は
藩
で
購
入
し
た
も
の
の
こ
と 

 

と
思
わ
れ
る
。） 

の
願
い
を
、
三
島
方
書
役
に
提
出
す
る
。 

 

な
お
、
前
述
の
他
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
或
い
は
前 

述
の
別
様
式
と
思
わ
れ
る
書
状
を
原
文
の
ま
ま
揚
げ
る
。 

  
 

私
事
、
此
節
病
養
方
と
し
て
上
国
御
暇
奉
願
候
処
、
御
免
被
仰
付
難 

 

有
奉
存
候
。
就
而
ハ
上
国
前
、
自
分
注
文
外
御
品
物
並
米
大
豆
御
払
之 

 

願
一
切
申
上
間
敷
候
。
万
一
於
御
国
元
ニ
御
訴
訟
ケ
間
敷
儀
屹
と
申
上 

 

間
敷
候
。
万
一
下
島
の
節
、
茶
煙
草
其
外
音
信
物
等
不
依
何
品
無
手
形 

 

ニ
而
持
下
申
候
ヘ
ハ
其
品
御
取
揚
可
被
下
候
。
少
モ
難
渋
申
上
間
敷
候
。 

 

尤
下
リ
船
船
頭
ヨ
リ
飯
料
米
取
替
一
切
申
間
敷
候
。 

 

一
、
御
暇
中
御
高
格
護
之
儀
ハ
親
類
共
別
紙
受
合
証
文
差
上
申
候
。 

      

そ
の
直
轄
地
と
な
り
、
砂
糖
の
生
産
が
奨
励
さ
れ
た
。
初
め
は
一 

定
量
の
買
い
上
げ
に
と
ど
ま
っ
た
藩
の
砂
糖
も
し
だ
い
に
買
い
重 

ね
、
次
い
で
総
量
買
い
上
げ
と
な
っ
て
苛
酷

か
こ
く

な
砂
糖
生
産
が
強
い 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

な
お
、
こ
れ
と
並
行
し
て
砂
糖
積
み
用
の
「
三
島
方
御
用
船
」 

と
「
御
仕
登
船
」
の
数
も
増
え
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

  
 
 

初
め
て
の
汽
船 

 

「
汽
船
胡
蝶
丸
が
和
泊
港
ニ
投
錨
セ
シ
ハ
実
ニ
元
治
元
年
二
月 

二
十
一
日
午
後
一
時
」
と
あ
る
。（
沖
永
良
部
郷
土
史
資
料
） 

 

こ
れ
は
、
沖
永
良
部
島
に
流
謫

る
た
く

中
の
西
郷
隆
盛
を
迎
え
に
き
た 

初
め
て
の
汽
船
で
、
そ
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。 

  

「
英
鑑
ノ
襲
撃
後
鹿
児
島
ニ
於
テ
公
武
党
中
山
等
ノ
一
派
漸
く
勢
力 

 

ヲ
失
ヒ
尊
王
派
勢
力
ヲ
得
小
松
大
久
保
其
他
ノ
志
士
翁
ノ
召
還
ヲ
久
光 

 

公
ニ
説
キ
シ
ニ
公
之
レ
ヲ
容
レ
吉
井
友
実
西
郷
従
道
福
山
健
偉
ノ
三
名 

 

ヲ
使
者
ト
シ
テ
汽
船
胡
蝶
丸
ニ
塔
シ
テ
翁
ヲ
沖
永
良
部
ヨ
リ
迎
ヘ
シ
ム 

 

ル
コ
ト
ト
ナ
リ
ヌ
。（
中
略
） 

 
 

一
行
カ
初
メ
鹿
児
島
ヲ
発
ス
ル
時
ハ
和
泊
ニ
一
週
間
滞
在
シ
テ
大
ニ 

 

遊
ブ
積
リ
ナ
リ
シ
ガ
汽
船
ノ
石
炭
缺
乏
シ
其
ノ
日
ノ
内
ニ
乗
ラ
ザ
ル
可 

 

カ
ラ
ザ
ル
事
ナ
リ
キ
…
…
。 

 
 

胡
蝶
丸
ガ
当
島
ヲ
抜
錨
セ
ン
ハ
実
ニ
仝
夜
午
前
一
時
ニ
シ
テ
即
チ
二 

 

一
、
御
国
元
滞
在
中
給
料
ト
シ
テ
別
紙
之
通
持
登
申
候
。 

右
之
通
御
受
仕
候
。
若
右
之
趣
相
背
申
候
ヘ
バ
、
何
様
共
奉
畏
候
。
仍
而 

御
受
書
如
斯
御
坐
候
間
、
成
合
申
候
様
被
仰
上
可
被
下
儀
奉
願
上
候
。
以 

上
。 

 
 
 
 

月 

日 
 
 
 
 

何 

某 

 
 

御
掟
衆 

 

右
願
申
出
趣
承
届
申
候
間
、
願
之
通
御
免
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
。
以 

上
。 

 
 
 
 

月 

日 
 
 
 
 

掟 

何
某 

 
 

御
与
人 

五
、
下
島
の
際
は
、
購
入
物
積
入
許
可
願
を
三
島
方
書
役
に
、
津 

 

口
通
御
手
形
御
免
の
件
を
取
り
つ
い
で
も
ら
う
た
め
の
書
状
を 

 

問
屋
に
提
出
す
る
。
問
屋
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
か
ら
上
国
し 

 

た
人
々
を
泊
め
る
指
定
宿
と
、
一
切
の
事
務
世
話
係
を
兼
ね
た 

 

家
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

以
上
が
上
国
の
手
続
き
で
あ
る
が
、
実
際
の
病
気
療
養
の
た
め 

上
国
で
き
た
例
は
ご
く
限
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
一
般
無
役
の
者 

が
上
国
で
き
た
例
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。 

  
 
 

幕
末
に
お
け
る
薩
藩
の
海
運
に
つ
い
て 

 

奄
美
の
島
々
は
、
慶
長
十
四
年
琉
球
が
島
津
氏
に
敗
れ
て
か
ら 

       

月
二
十
二
日
ナ
リ
キ
」 

と
あ
り
、
燃
料
の
石
炭
も
十
分
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

  
 
 

港
の
こ
と 

 

奄
美
の
島
々
が
昔
か
ら
本
土
と
沖
縄
、中
国
を
結
ぶ「
道
之
島
」 

と
し
て
、
海
路
の
要
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
と
お 

り
で
あ
る
。 

 

「
奄
美
の
島
々
」
誌
に
よ
る
と
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
） 

に
作
成
さ
れ
た
絵
図
面
に
、
奄
美
の
港
は
、
本
島
七
、
徳
之
島
三
、 

喜
界
、
加
計
呂
麻
、
与
路
、
請
、
沖
永
良
部
、
与
論
に
各
一
の
計 

十
六
港
と
あ
り
、
ま
た
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
大
島
代
官
、 

本
田
孫
九
郎
が
、
二
十
三
反
帄
船
を
つ
な
ぐ
港
と
し
て
、
藩
へ
報 

告
し
た
も
の
が
十
九
港
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
書
か
れ
た
「
南
島
誌
」 

に
は
、
二
十
四
の
港
名
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
逐
年
港
の
数
が
増 

え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
奄
美
の
島
々
に
薩
摩
藩
の
砂
糖
専
売
制
が 

し
か
れ
、
産
糖
量
は
年
を
追
っ
て
増
え
た
が
、
砂
糖
を
運
搬
す
る 

陸
路
が
発
達
し
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
砂
糖
積
船
が
方
々
の 

港
を
必
要
と
し
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

薩
琉
海
路
図
（
年
代
不
詳
、
県
立
図
書
館
蔵
）
に
は
、
和
泊
港 
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し
た
の
も
伊
延
港
で
あ
る
。 

  

「
畦
布
の
遺
跡
と
伝
説
」
誌
は
、
伊
延
港
の
こ
と
に
つ
い
て
次 

の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。 

 
 
 

此
の
港
は
、
薩
藩
所
属
時
代
に
於
け
る
本
島
第
一
の
物
資
集
散
地
に 

 

し
て
、
当
時
は
、 

 
 

徳ト
ウ

時
ド
ウ
チ

ヤ
マ
グ
ワ
、
サ
イ
タ
ナ
モ
ン
、
ゼ
ヒ
サ
イ
タ
ナ
モ
ン
、
ム
ッ 

 
 

タ
ラ
ヌ
石
ム
、
ム
ッ
テ
ィ
ム
ッ
テ
ィ
チ
、
ハ
リ
ク
、
ヤ
マ
ク
。 

 

と
歌
に
残
れ
る
名
工
匠
、
徳
時
ヤ
マ
グ
ワ
が
、
あ
の
石
持
て
此
の
石
揚 

 

げ
よ
と
指
揮
し
、
唐
俣

ト
ー
マ
タ

池イ
ノ

（
港
の
東
の
イ
ノ
）が
埋
も
れ
て
陸
と
な
る 

 

と
も
、
此
の
港
は
揺
か
ぬ
と
自
慢
し
て
積
み
上
げ
、
成
就
の
暁
よ
り
は 

 

幾
十
艘
の
大
和
船
が
代
る
代
る
入
港
し
恰
も
ひ
な
鳥
が
母
鳥
の
懐
に
安 

 

ら
か
に
眠
る
が
如
く
、
北
風
荒
む
冬
期
を
難
な
く
越
し
て
貿
易
す
る
事 

 

幾
代
も
続
け
し
が
、
時
勢
に
は
抗
ぜ
ら
れ
ず
、
明
治
維
新
の
業
な
り
廃 

 

藩
置
県
と
時
を
同
じ
ふ
し
て
蒸
汽
船
航
海
し
、
和
泊
港
に
来
る
事
と
な 

の
こ
と
が
次
の
と
お
り
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
此
湊
入
二
町
九
間
、
広
さ
二
町
四
十
間
、
干
潮
の
時
深
さ
六
尋
、
水 

 

底
七
尺 

船
繋
不
自
由
、
東
風
之
時
繋
船
不
成
」。 

と
あ
る
。 

 

「
沖
永
良
部
郷
土
史
資
料
」
に
よ
る
と
、 

 

「
由
来
本
島
は
自
然
の
地
形
上
海
岸
の
出
入
な
く
、
従
っ
て
港
湾
な
き 

 

を
以
て
舟
泊
不
自
由
な
り
。
毎
年
十
月
頃
よ
り
翌
年
二
月
頃
迄
は
和
泊 

 

に
出
入
し
、
三
月
頃
よ
り
九
月
迄
は
伊
延
港
を
停
泊
地
と
せ
り
。
然
れ 

 

ど
も
伊
延
港
は
港
内
狭
隘
に
し
て
不
便
甚
し
き
を
以
て
、
安
政
五
年
四 

 

月
之
が
築
造
に
着
手
せ
り
。
時
の
代
官
山
口
九
十
郎
氏
は
博
学
に
能
筆 

 

な
り
。
日
置
郡
串
木
野
よ
り
石
工
八
名
、
人
夫
十
名
を
拉
し
来
り
島
費 

 

を
以
て
之
に
充
て
た
り
。
」 

 
 

従
来
貢
米
上
納
の
際
米
一
俵
（
三
斗
）
に
つ
き
百
分
の
五
過
分
に
収 

 

納
せ
り
、
之
を
出
所
米
と
称
し
役
人
の
賞
与
等
に
使
用
す
。
島
費
と
は 

 

此
の
出
所
米
の
積
蓄
し
た
る
も
の
な
り
。 

 
 

工
事
は
仝
年
十
月
中
旪
に
竣
工
し
、
旧
港
よ
り
東
方
へ
十
四
間
拡
張 

 

せ
り
。
当
時
伊
延
に
は
沖
縄
辺
の
商
姑
蝟
集
し
繁
盛
な
る
港
津
に
し
て
、 

 
冬
期
は
和
泊
を
市
場
と
し
夏
期
は
伊
延
を
市
場
と
せ
り 

と
あ
る
。 

 

旧
港
よ
り
東
方
へ
…
…
…
と
あ
る
が
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九 

九
）
沖
永
良
部
の
代
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
薩
摩
藩
士
、
種
子
島
次
郎 

右
衛
門
氏
が
、
附
役
数
名
と
書
役
を
従
え
、
藩
船
常
平
丸
で
上
陸 

       

る
や
伊
延
港
は
波
浪
に
任
せ
て
顧
る
も
の
な
く
、
徳
時
ヤ
マ
グ
ワ
が
精 

 

神
を
込
め
て
積
ん
だ
石
も
、
年
に
幾
度
と
な
く
起
る
暴
風
に
詛の

ろ

は
れ
、 

 

波
に
洗
は
れ
て
四
散
し
、
今
は
昔
の
面
影
を
止
め
ず
、
名
匠
の
事
績
を 

 

称た
た

ふ
歌
と
、
大
西
郷
の
上
陸
記
念
碑
が
埠
頭
に
聳
へ
る
こ
そ
、
此
所
の 

 

全
盛
を
物
語
る
も
の
な
り
。 

  

ま
た
、「
古
都
畦
布
及
び
沖
琉
の
交
通
」
と
し
て 

 
 

現
今
の
畦
布
は
古
の
唯
一
の
港
津
な
り
、
旧
古
都
た
り
し
こ
と
口
碑 

 

及
遺
跡
に
よ
り
て
推
知
す
る
を
得
べ
し
。伝
へ
て
曰
く
今
昔
は
七
島（
現 

 

今
の
十
島
村
の
内
）
よ
り
沖
永
良
部
に
入
貢
し
之
を
収
納
せ
し
倉
庫
の 

 

跡
今
残
れ
り
。
文
永
四
年
以
来
琉
球
政
府
よ
り
役
人
を
派
遣
せ
ら
れ
し 

 

も
此
地
に
し
て
、
琉
球
と
の
関
係
絶
え
て
薩
藩
と
の
交
通
あ
り
し
も
此 

 

の
地
な
り
。
其
の
海
岸
い
た
る
所
に
墳
墓
あ
り
。
中
に
唐
人
墓
、
沖
縄 

 

墓
等
が
あ
り
。
古
代
交
通
の
要
地
に
し
て
内
外
人
の
集
合
し
た
り
し
一 

 

端
を
覗
う
に
足
ら
ん
か
。
現
に
唐
人
の
も
た
ら
し
来
り
し
漢
訳
の
仏
書 

 

を
所
蔵
せ
る
も
の
あ
り
。 

 

と
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
平
家
の
落
武
者
が
湾
川
に
上
陸
し
て
居
住
し
た
と 

言
わ
れ
る｢

大
和
城
跡｣(

石
お
の
な
ど
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る) 

や
源
為
朝
が
上
陸
し
た
と
の
口
碑
、
為
朝
が
居
住
せ
し
屋
敷
跡 

等
々
の
説
が
あ
る
こ
と
か
ら
推
察
す
る
と
、
あ
る
い
は
、
湾
門
が 
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沖
永
良
部
島
最
古
の
港
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
今
後
、 

郷
土
史
家
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
す
る
。 

二 
陸
上
交
通 

 

中
国
の
魯
迅
は
「
人
間
の
通
っ
た
跡
が
道
に
な
る
」
と
い
う
名 

言
を
残
し
て
い
る
。
始
め
、
お
お
ま
か
な
方
角
に
踏
み
出
し
、
あ 

る
面
を
試
行
錯
誤
で
通
り
抜
け
、そ
の
結
果
と
し
て
道
が
で
き
る
。 

と
い
う
の
で
あ
る
。「
畦
布
之
遺
跡
ト
伝
説
」
誌
に
、「
開

闢

カ
イ
ビ
ヤ
ク

の 

国
津
神
の
御
世
よ
り
踏
み
開
き
た
り
と
伝
へ
ら
る
る
運
崎
の
海
の 

中
道
を
通
り
て
按
司
浜
に
着
い
た
（
海
の
中
道
は
、
運
崎
を
廻
り 

伊
延
濱
と
按
司
濱
を
連
繋
せ
り
。）」
と
あ
る
。 

 

沖
永
良
部
島
に
、
い
つ
の
こ
ろ
、
何
人
が
足
を
踏
み
入
れ
た
か 

定
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
七
年
、
知
名
町
の
中
浦
洞
穴
で
石 

器
時
代
の
爪
型
紋
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
一
万
年
前
に
人 

類
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

だ
と
す
る
と
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
代
が
沖
永
良
部
島
に
お
け
る 

道
の
始
ま
り
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
海
路
が
ひ
ら
け
、
特
に
琉
球 

服
属
時
代
、
薩
藩
直
轄
時
代
と
な
っ
て
か
ら
は
、
生
活
道
路
、
産 

業
道
路
が
ひ
ら
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

      

マ
タ
で
一
戦
を
交
え
た
と
さ
れ
る
と
き
も
馬
が
登
場
す
る
し
、
さ 

ら
に
、
世
之
为
由
緒
書
に
「
世
之
为
に
奉
公
す
る
島
尻
村
の
国
吉 

里
为
と
申
す
も
の
が
、
勝
負
馬
二
疋
を
持
っ
て
い
る
の
で
一
疋
は 

進
上
し
て
も
よ
い
旨
申
し
た
ら
、
是
非
二
疋
共
ほ
し
い
と
所
望
さ 

れ
た
由
。 

 

そ
の
国
吉
里
为
が
、
私
は
こ
の
馬
の
助
け
を
以
っ
て
遠
方
よ
り 

お
城
へ
毎
日
通
っ
て
い
る
の
で
、
一
疋
は
御
免
…
…
」
と
あ
る
。 

 

当
時
の
馬
は
小
型
だ
っ
た
ら
し
く
、
道
路
の
発
達
し
て
い
な 

か
っ
た
時
代
に
は
ち
ょ
う
ど
適
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
前
述
の 

例
は
役
人
の
乗
り
馬
で
あ
り
、
一
般
の
人
が
馬
を
利
用
し
て
い
た 

か
は
定
か
で
な
い
。 

 

荷
物
の
運
搬
は
、
担
ぐ
か
頭
に
載
せ
、
あ
る
い
は
二
人
で
「
サ 

シ
」（
唐
竹
で
作
っ
た
長
さ
五
尺
く
ら
い
の
も
の
）
を
通
し
て
担 

い
で
い
た
。 

 

ま
た
、
ヒ
カ
シ
ヤ
マ(

直
径
十
セ
ン
チ
、
長
さ
二
・
五
～
三
メ
ー 

ト
ル
く
ら
い
の
丸
太
棒
二
本
に
、
横
棒
二
本
を
通
し
た
も
の
）
に 

荷
物
を
載
せ
、
牛
に
引
か
せ
て
運
ん
で
い
た
。
港
ま
で
の
砂
糖
運 

搬
は
す
べ
て
こ
の
方
法
で
行
い
、
時
に
は
病
人
を
運
ぶ
こ
と
も 

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

○
「
嘉
永
六
年
、
爾
来
物
品
砂
糖
積
卸
道
路
、
堤
防
、
溜
池
等
の 

 

出
夫
、
年
に
八
九
日
乃
至
十
一
二
日
廻
り
に
な
り
、
従
是
民
力 

 

農
事
に
尽
す
こ
と
を
得
（
以
下
略
）」
と
あ
り
、
男
子
十
五
歳 

 

以
上
六
十
歳
ま
で
夫
役
を
課
し
て
道
路
整
備
に
当
た
っ
て
い
た 

 

よ
う
で
あ
る
。 

○
「
沖
永
良
部
誌
」
に
、「
並
木
の
植
付
と
し
て
、
伊
延
街
道
は 

 

文
化
年
間
、
代
官
大
山
筑
左
衛
門
代
に
植
付
、
金
毘
羅
街
道
は 

 

弘
化
年
間
代
官
和
田
平
七
代
植
付
た
り
。」
と
あ
り
、
当
時
こ 

 

の
二
つ
の
道
も
ひ
ら
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

○
「
安
政
五
年
、
和
泊
、
手
々
知
名
を
流
れ
る
川
流
に
与
名
川
橋 

 

を
架
設
せ
り
、
石
造
の
太
鼓
橋
に
し
て
壮
麗
な
る
築
造
な
り
し 

 

も
慶
応
三
年
八
月
暴
濤
の
た
め
破
壊
せ
ら
れ
た
り
。
当
時
、
内 

 

城
の
横
目
・
宗
悦
、
掟
・
平
安
明
、
其
弟
平
安
良
、
和
村
の
掟 

 

玖
米
統
謀
り
、
自
費
を
投
じ
て
内
城
、
玉
城
間
の
川
流
に
石
橋 

 

を
架
せ
り
。」 

  
当
時
の
交
通
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
徒
歩
で
あ
っ
た
が
、
一
部 

で
は
馬
も
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
文
久
二
年
、
流
罪
と 

な
っ
た
西
郷
隆
盛
を
迎
え
に
行
っ
た
と
き
も
乗
り
馬
を
用
意
、
ま 

た
世
之
为
の
四
天
王
、
後
蘭
孫
八
と
西
目
国
内
兵
衛
佐
が
タ
シ
キ 
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